
愛
西
市
議
会
９
月
定
例
会
で
は
、

道
の
駅
周
辺
整
備
工
事
の
請
負
契

約
の
締
結
・
道
の
駅
再
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
の
承
認
、
令
和

４
年
度
決
算
承
認
な
ど
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

合
計
21
億
８
１
３
０
万
円
の

巨
額
の
投
資
の
契
約
に
反
対

道
の
駅
再
整
備
（
西
ゾ
ー
ン
）

を
行
う
令
和
５
年
・
６
年
分
の
工

事
の
入
札
で
は
日
起
建
設
・
縁
エ

キ
ス
パ
ー
ト
建
設
工
事
共
同
企
業

体
が
落
札
し
、
そ
の
契
約
の
承
認

を
も
と
め
る
議
案
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。
金
額
は
10
億
８
９
０
０
万

円
で
す
。

ま
た
、
道
の
駅
周
辺
整
備
（
東

ゾ
ー
ン
）
も
入
札
が
あ
り
、
落
札

し
た
名
工
建
設
株
式
会
社
と
契
約

承
認
を
求
め
る
議
案
も
上
程
さ
れ

ま
し
た
。
金
額
は
10
億
９
２
３
０

万
円
で
す
。

資
材
・
人
件
費
高
騰
な
の
に
、

ア
ジ
ア
大
会
開
催
に
合
わ
せ

整
備
工
事
急
ぐ
愛
西
市

日
本
共
産
党
市
議
団
の
真
野
和

久
議
員
は
、
反
対
討
論
で
「
資
材

費
高
騰
、
人
件
費
高
騰
の
折
、
入

札
企
業
が
一
社
ず
つ
で
、
競
争
原

理
が
働
い
て
い
な
い
。
令
和
８
年

の
ア
ジ
ア
大
会
の
開
催
に
合
わ
せ

て
整
備
を
急
ぐ
必
要
は
な
い
。
小

中
学
校
の
整
備
を
優
先
し
、
削
ら

れ
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
再
度
復
活
」

さ
せ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

巨
額
49
億
円
の

道
の
駅
整
備
は
凍
結
を

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
一
般

質
問
で
、
巨
額
49
億
円
の
道
の
駅

再
整
備
、
周
辺
整
備
に
対
し
、
５

つ
の
理
由
を
あ
げ
て
、
再
度
凍
結

を
求
め
ま
し
た
。

■
理
由
①

事
業
費
が
35
億
円
か

ら
14
億
円
も
増
加
し
、
49
億
円
と

な
っ
た
。

■
理
由
②

完
成
後
の
維
持
管
理

費
が
不
明
な
ま
ま
。

■
理
由
③

駐
車
場
数
や
県
道
の

渋
滞
解
消
の
対
策
が
な
い
。

■
理
由
④

都
市
公
園
の
一
人
当

た
り
面
積
は
愛
知
県
内
で
も
多
い
。

■
理
由
⑤

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
削

ら
れ
て
い
る
。

道
の
駅
は
赤
字
の
運
営

道
の
駅
の
現
在
の
運
営
に
つ
い

て
確
認
す
る
と
「
令
和
元
年
は
、

１
０
０
０
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
。
令

和
２
年
は
２
０
０
万
円
の
マ
イ
ナ

ス
。
令
和
３
年
は
９
０
０
万
円
の

マ
イ
ナ
ス
の
収
支
」
と
答
弁
。
現

在
で
も
毎
年
赤
字
が
続
い
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
。

道
の
駅
・
都
市
公
園
の

管
理
運
営
費
明
ら
か
に
せ
ず

道
の
駅
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、

市
負
担
が
18
項
目
の
業
務
が
あ
り
、

１
業
務
で
５
０
０
万
円
と
す
る
と

８
０
０
０
万
円
は
最
低
必
要
。
都

市
公
園
も
、
他
の
公
園
同
様
、
維

持
管
理
費
が
必
要
だ
と
、
河
合
か
っ

ぺ
い
議
員
は
、
市
の
試
算
を
確
認

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
の
負
担
は
、
「
道

の
駅
」
「
都
市
公
園
」
の
経
費
の

合
計
か
ら
、
指
定
管
理
者
の
提
案

に
よ
る
還
元
額
を
引
く
金
額
と
い

う
の
み
で
金
額
を
明
ら
か
に
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
計
画
を
凍
結
し
、
学
校

の
老
朽
化
対
策
を
進
め
、
49
億
円

の
整
備
費
の
半
額
で
、
避
難
所
に

も

な

る

小

中

学

校

の

す

べ

て

の

体

育

館

に

エ

ア

コ

ン

を

設

置

す

る

こ

と

を

求
め
ま
す
。
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道の駅周辺整備（東ゾーン）

道の駅再整備（西ゾーン）

ま

まの和久議員

市
民
の
皆
さ
ん
の
署
名
で

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
制
度
が
実
現

８
月
の
日
永
市
長
と
の
懇
談
の
際
に
、
日
本
共
産
党

市
議
団
は
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
接
種
助
成
を
も
と
め
る
署
名
」
を
市
長
に
手
渡
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
９
月
議
会
に
一
般
会
計
補
正
予
算
で

提
案
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

10
月
１
日
か
ら
、
50
歳
以
上
の
市
民
で
生
ワ
ク
チ
ン
１
回
接
種
４
０

０
０
円
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
２
回
接
種
１
回
５
０
０
０
円
（
計
１
０
０

０
０
円
）
の
補
助
が
後
払
い
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
声
で
あ
る
署
名
を
届

け
早
期
実
現
で
き
ま
し
た
。

校舎の整備、行政サービス復活を

49億円投資の立田道の駅等整備を凍結

巨額
22億円の整備

愛
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市
議
会
９
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定
例
会
で
は
、

道
の
駅
周
辺
整
備
工
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、
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和
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度
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の
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、
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一
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で
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理
が
働
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な
い
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和
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年

の
ア
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会
の
開
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せ

て
整
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ぐ
必
要
は
な
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。
小

中
学
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の
整
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を
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先
し
、
削
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た
市
民
サ
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再
度
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活
」
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せ
る
よ
う
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ま
し
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49
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円
の

道
の
駅
整
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結
を

河
合
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っ
ぺ
い
議
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は
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一
般

質
問
で
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に
対
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、
５

つ
の
理
由
を
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、
再
度
凍
結

を
求
め
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し
た
。

■
理
由
①

事
業
費
が
35
億
円
か

ら
14
億
円
も
増
加
し
、
49
億
円
と

な
っ
た
。

■
理
由
②

完
成
後
の
維
持
管
理

費
が
不
明
な
ま
ま
。

■
理
由
③

駐
車
場
数
や
県
道
の

渋
滞
解
消
の
対
策
が
な
い
。

■
理
由
④

都
市
公
園
の
一
人
当

た
り
面
積
は
愛
知
県
内
で
も
多
い
。

■
理
由
⑤

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
削
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れ
て
い
る
。

道
の
駅
は
赤
字
の
運
営

道
の
駅
の
現
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の
運
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に
つ
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確
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す
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と
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和
元
年
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１
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万
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和
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万
円
の
マ
イ
ナ
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和
３
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万
円
の

マ
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ス
の
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支
」
と
答
弁
。
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在
で
も
毎
年
赤
字
が
続
い
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
。

道
の
駅
・
都
市
公
園
の

管
理
運
営
費
明
ら
か
に
せ
ず

道
の
駅
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、

市
負
担
が
18
項
目
の
業
務
が
あ
り
、

１
業
務
で
５
０
０
万
円
と
す
る
と

８
０
０
０
万
円
は
最
低
必
要
。
都

市
公
園
も
、
他
の
公
園
同
様
、
維

持
管
理
費
が
必
要
だ
と
、
河
合
か
っ

ぺ
い
議
員
は
、
市
の
試
算
を
確
認

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
の
負
担
は
、
「
道

の
駅
」
「
都
市
公
園
」
の
経
費
の

合
計
か
ら
、
指
定
管
理
者
の
提
案

に
よ
る
還
元
額
を
引
く
金
額
と
い

う
の
み
で
金
額
を
明
ら
か
に
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
計
画
を
凍
結
し
、
学
校

の
老
朽
化
対
策
を
進
め
、
49
億
円

の
整
備
費
の
半
額
で
、
避
難
所
に

も

な

る

小

中

学

校

の
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て

の

体

育

館

に
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ン

を

設

置
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る

こ

と
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め
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す
。
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ま

まの和久議員

市
民
の
皆
さ
ん
の
署
名
で

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
制
度
が
実
現

８
月
の
日
永
市
長
と
の
懇
談
の
際
に
、
日
本
共
産
党

市
議
団
は
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
接
種
助
成
を
も
と
め
る
署
名
」
を
市
長
に
手
渡
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
９
月
議
会
に
一
般
会
計
補
正
予
算
で

提
案
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

10
月
１
日
か
ら
、
50
歳
以
上
の
市
民
で
生
ワ
ク
チ
ン
１
回
接
種
４
０

０
０
円
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
２
回
接
種
１
回
５
０
０
０
円
（
計
１
０
０

０
０
円
）
の
補
助
が
後
払
い
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
声
で
あ
る
署
名
を
届

け
早
期
実
現
で
き
ま
し
た
。

校舎の整備、行政サービス復活を

49億円投資の立田道の駅等整備を凍結

巨額
22億円の整備



国
保
税
の
値
上
げ

ス
ト
ッ
プ
を

市
「
値
上
げ
必
ず
お
こ
な
う
」

河
合
議
員
が
、
国
民
健
康
保
険

税
の
値
上
げ
を
す
る
の
か
と
確
認

す
る
と
、
市
は
「
今
年
度
収
支
も

赤
字
に
な
る
見
通
し
の
た
め
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
上
、
税

率
改
正
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え

て
い
る
」
と
答
弁
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

行
い
、
負
担
軽
減
を
求
め
ま
し
た

が
、
「
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
は
、
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定

に
よ
り
対
応
。
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
は
、
原
則
、
法
に
基
づ
い

た
公
費
及
び
被
保
険
者
の
負
担
に

よ
り
運
営
し
て
い
く
と
さ
れ
て
お

り
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な

国
保
制
度
と
す
る
た
め
、
税
率
改

正
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
」
と

答
弁
。

市
民
の
三
分
の
一
が
加
入
す
る

国
民
健
康
保
険
の
負
担
軽
減
を
行

う
こ
と
は
当
然
で
、
負
担
軽
減
の

た
め
の
繰
り
入
れ
は
必
要
で
す
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

無
料
継
続
を

市
の
負
担
は
１
６
０
万
円

「
利
用
者
の
課
税
状
況
は
、
課
税

者
が
54
人
、
非
課
税
者
が
２
１
４

人
。
（
世
帯
で
見
る
と
課
税
は
61
、

非
課
税
は
２
０
７
人
）
」
と
答
弁
。

無
料
化
の
継
続
の
た
め
の
費
用

を
確
認
す
る
と
「
無
料
を
継
続
し

た
場
合
は
約
１
６
０
万
円
が
市
の

負
担
」
と
答
弁
。

河
合
議
員
は
無
料
の
継
続
を
求

め
ま
し
た
が
、
「
利
用
で
き
る
条

件
緩
和
を
し
た
の
で
一
部
負
担
は

当
た
り
前
」
と
い
う
立
場
を
変
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
手
続
復
活
で

遺
族
の
負
担
の
軽
減
を

令
和
２
年
12
月
に
は
遺
族
が
手

続
き
で
来
庁
し
た
際
、
最
初
に
対

応
し
た
窓
口
に
関
係
課
の
担
当
者

が
出
向
く
よ
う
連
携
し
、
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
対
応
を

そ
の
時
点
に
戻
し
、
負
担
の
軽
減

を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

市
は
「
以
前
の
よ
う
に
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
行
え
る
よ
う
検
討
し

た
い
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て

い
る
氏
名
、
生

年
月
日
、
住
所
、

性
別
の
個
人
情

報
を
、
自
治
体

は
紙
や
電
子
媒

体
の
名
簿
で
提

供
し
て
い
ま
す
。
自
衛
官
の
勧
誘

チ
ラ
シ
の
郵
送
な
ど
が
目
的
で
、

高
校
を
卒
業
す
る
18
歳
と
、
大
学

を
卒
業
す
る
22
歳
が
対
象
。
今
ま

で
は
、
多
く
の
自
治
体
が
名
簿
を

提
供
せ
ず
、
閲
覧
・
書
き
写
し
に

と
ど
め
て
い
ま
し
た
。

政
府
は
、
２
０
２
０
年
12
月
に

市
町
村
長
に
よ
る
住
民
基
本
台
帳

の
一
部
写
し
の
提
供
は
可
能
だ
と

明
確
化
す
る
閣
議
決
定
を
し
ま
し

た
。名

簿
を
提
供
さ
せ
る
背
景
に
、

自
衛
官
採
用
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
実
態
が
あ
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

防
衛
白
書
に
よ
る
と
、
２
０
２
２

年
度
の
応
募
者
数
は
前
年
に
比
べ

て
１
万
人
近
く
減
少
し
、
過
去
10

年
間
で
初
め
て
８
万
人
を
割
り
ま

し
た
。

提
供
は
基
本
的
人
権
無
視

本
人
の
同
意
な
く
個
人
情
報
を

提
供
す
る
の
は
、
憲
法
が
定
め
る

基
本
的
人
権
を
無
視
す
る
行
為
で

す
。
米
国
と
と
も
に
戦
争
で
き
る

『
戦
争
国
家
づ
く
り
』
の
一
環
で

も
あ
り
、
不
当
な
手
段
で
募
集
を

強
め
る
こ
と
に
反
対
の
声
を
上
げ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
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河合かっぺい議員

日
本
共
産
党
議
員
の
一
般
質
問

杉村議長の不信任決議案

賛成少数で否決

令和５年８月より議会や議員に対し、杉村

議長の経営する「脇野コンバイン」の廃棄物

処理法違反と違法建築の建築基準法違反に関

する匿名の投書が何度もありました。

その後、朝日新聞が９月５日、中日新聞が

９月６日に、「杉村議長は野焼き行為を認め、

県の担当者は建築確認申請が提出されていな

いことを明らかにした」と報じました。

日本共産党市議団の河合議員・真野議員と

吉川議員、山田議員は、長年、廃棄物処理法

違反の野焼きを繰り返し、指導を受けながら

も違反を繰り返したこと、違法建築を是正せ

ず放置しただけでなく、増改築を繰り返して

きたことは、公職にある議長として許される

ことではないとして、議会最終日に、議長不

信任決議案を提案しました。

愛西市議会を代表する議長の違法行為であ

り、重く受け止め、

自らの進退を決める

よう求めましたが賛

成少数で否決されま

した。

自
衛
隊
に
若
者
の

個
人
情
報
を
提
供
す
る
な
！

９
月
26
日
に
公
表
さ
れ
た
医
療

事
故
調
査
委
員
会
の
検
証
結
果
で

は
、
問
診
者
に
接
種
前
の
状
態
を

確
認
せ
ず
に
、
接
種
前
か
ら
調
子

が
悪
か
っ
た
と
解
釈
し
た
看
護
師

か
ら
の
情
報
に
影
響
を
受
け
た
医

師
が
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
初
期

治
療
で
使
用
さ
れ
る
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
を
投
与
し
な
か
っ
た
こ
と
は

「
標
準
的
で
は
な
い
」
と
指
摘
。

さ
ら
に
、
「
早
期
に
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
が
投
与
さ
れ
た
場
合
、
救
命
で

き
た
可
能
性
を
否
定
で
き
ず
、
投

与
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
影
響
は

大
き
い
」
と
し
た
。

愛
西
市
は
、
市
の
設
営
し
た
集

団
接
種
会
場
で
市
民
の
命
が
失
わ

れ
た
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
謝

罪
す
る
こ
と
が
当
然
で
す
。

し
か
し
、
日
永
市
長
は
、
記
者

会
見
会
場
の
別
室
に
い
る
遺
族
に

対
し
て
、
謝
罪
す
る
こ
と
も
な
く

「
担
当
者
は
懸
命
に
活
動
し
て
い

た
」
と
市
を
擁
護
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
別
室
で
モ
ニ
タ
ー
を

見
て
い
た
遺
族
が
機
械
異
常
で
会

見
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、

会
見
会
場
へ
向
か
っ
た
と
こ
ろ
、

市
よ
り
「
乱
入
」
と
表
現
し
た

「
抗
議
文
」
が
届
き
ま
し
た
。
こ

の
「
抗
議
文
」
の
件
で
市
役
所
に

抗
議
に
来
た
時
に
は
警
察
に
通
報

す
る
と
ま
で
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
遺
族
に
対
し
寄
り

添
う
こ
と
な
く
、
一
方
的
に
抗
議

を
行
う
市
の
態
度
や
、
謝
罪
し
な

い
市
の
不
誠
実
な
態
度
は
許
せ
ま

せ
ん
。
遺
族
に
訴
訟
を
決
意
さ
せ

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

遺
族
は
、
「
訴
訟
は
、
市
が
市

民
に
寄
り
添
う
よ
う
に
な
る
た
め

の
一
つ
の
方
法
と
考
え
て
い
る
」

と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

愛
西
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
会
場
で

急
逝
さ
れ
た
市
民
の
遺
族
に
対
し
、
不
誠
実
な
対
応
は
許
せ
な
い

ま
の
和
久
議
員
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た
め
、
一
般
質
問
を
欠
席

し
ま
し
た
。
予
定
し
て
い
た
一
般
質
問
項
目
は
３
項
目
で
す
。

１
．
自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
提
供
に
つ
い
て

２
．
小
中
学
校
の
統
廃
合
の
問
題
に
つ
い
て

３
．
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
活
用
に
つ
い
て

国
保
税
の
値
上
げ

ス
ト
ッ
プ
を

市
「
値
上
げ
必
ず
お
こ
な
う
」

河
合
議
員
が
、
国
民
健
康
保
険

税
の
値
上
げ
を
す
る
の
か
と
確
認

す
る
と
、
市
は
「
今
年
度
収
支
も

赤
字
に
な
る
見
通
し
の
た
め
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
上
、
税

率
改
正
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え

て
い
る
」
と
答
弁
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

行
い
、
負
担
軽
減
を
求
め
ま
し
た

が
、
「
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
は
、
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定

に
よ
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対
応
。
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康
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険
特
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基
づ
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負
担
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」
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負
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軽
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